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日
本
の
下
水
道
整
備
率
は
、
か
つ
て
先

進
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
た
め
、

衛
生
環
境
の
改
善
を
目
的
に
国
策
と
し
て

下
水
道
整
備
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
他
の

多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
、
加
東
市
の
下

水
道
も
そ
の
施
策
に
基
づ
き
短
期
間
に
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
短
期
間
の
借
入

金
の
返
済
時
期
が
こ
こ
数
年
で
ピ
ー
ク
を

む
か
え
る
た
め
、
下
水
道
事
業
会
計
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
加
東
市
の
下
水
道
使

用
料
は
近
隣
市
に
比
べ
て
低
い
額
で
し
た
。

今
回
、
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
が
、
ま
だ

近
隣
市
の
平
均
を
下
回
る
水
準
に
と
ど
め

て
い
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
水
道
事
業
に
お
い
て
、
合
併

効
果
に
よ
り
生
じ
た
利
益
を
、
下
水
道
使

用
料
の
引
き
上
げ
額
と
相
殺
す
る
か
た
ち

で
み
な
さ
ま
に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
願
い
す
る
負
担
増
を
で
き
る
だ
け
縮
小

し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
上
下
水
道
事
業

と
も
に
さ
ら
に
経
営
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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利益
1億2,200万円

4月1日から 
水道料金と下水道使用料を改定します 

　
加
東
市
の
水
道
事
業
は
、
下
水
道
事

業
と
と
も
に
「
公
営
企
業
会
計
」
と
い

う
会
計
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
一
般
の
会
社
と
同
じ
よ
う
に
、

独
自
の
収
入
（
水
道
料
金
や
下
水
道
使

用
料
な
ど
）
で
そ
の
経
費
を
ま
か
な
う

「
独
立
採
算
」を
原
則
と
す
る
会
計
で
す
。
 

　
加
東
市
水
道
事
業
の
平
成
１８
年
度
、

１９
年
度
決
算
で
は
、
合
併
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
効
果
な
ど
で
、
１
億
円
を
超

え
る
利
益
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
利
益

は
今
後
も
確
保
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
利
益
分
を
水
道
利
用

者
の
み
な
さ
ま
に
還
元
す
る
た
め
に
、

料
金
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
の
水
道
料
金
で
は
、
口

径
２０
㎜
の
基
本
料
金
は
１３
㎜
に
比
べ
て

月
額
２
１
０
円
高
く
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
一
般
家
庭
の
宅
内
給
水
管

は
２０
㎜
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
２０
㎜
の
基
本
料
金
を
１３
㎜
と

同
額
と
し
、
１３
㎜
と
２０
㎜
の
区
分
を
 

「
２０
㎜
以
下
」
に
整
理
統
合
し
ま
す
。
 

　
４
月
１
日
か
ら
、
現
在
の
水
道
料
金

を
一
律
に
７
・
５
％
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
口
径
20
㎜
の
基
本
料
金
を
13
㎜

と
同
額
に
引
き
下
げ
、
13
㎜
と
20
㎜
の

口
径
区
分
を
「
20
㎜
以
下
」
と
し
ま
す
。
 

水道料金の引き下げ 
　　　　と 
下水道使用料の引き上げ 
 

4月1日から 
水道料金と下水道使用料を改定します 
4月1日から 
水道料金と下水道使用料を改定します 

標準的なご家庭（４人家族）では
次のようになります
（1か月の水道使用量が28㎥の場合）

■水道料金が 
　　6,048円から5,584円へ464円下がります 
■下水道使用料が 
　　2,647円から3,679円へ1,032円上がります 
●合計では、 
　　8,695円から9,263円へ568円上がります 

水道料金の改定について 

下水道使用料の改定について 

改
定
の
概
要 

水
道
料
金
改
定
の
理
由 

水道事業会計の 
平成19年度決算状況 

下水道事業会計の 
平成20年度予算状況 

この利益分をみなさまに還元します。

減価償却費
4億800万円

営業費用
7億8,000万円

建設改良費など
2億1,200万円

借入金元金償還
3億円

支　出 
17億円 

水道料金
13億1,900万円

留保資金など
3億8,400万円
負担金など
1億1,900万円

収　入 
18億2,200万円 

利益
1億2,200万円

減価償却費
4億800万円

営業費用
7億8,000万円

建設改良費など
2億1,200万円

借入金元金償還
3億円

水道料金
13億1,900万円

留保資金など
3億8,400万円
負担金など
1億1,900万円

支　出 
33億1,100万円 

維持管理費
4億3,000万円

借入金利息償還
6億2,200万円

借入金元金償還
13億8,500万円

建設改良費など
1億700万円

減価償却費
7億6,700万円

収　入 
25億4,400万円 

下水道使用料
4億8,900万円

税金で負担すべき
性質の経費
（基準内繰入金）
9億2,400万円

赤字補填のために
投入される税金
（基準外繰入金）
11億3,100万円

収入不足
7億6,700万円

維持管理費
4億3,000万円

借入金利息償還
6億2,200万円

借入金元金償還
13億8,500万円

建設改良費など
1億700万円

減価償却費
7億6,700万円

下水道使用料
4億8,900万円

税金で負担すべき
性質の経費
（基準内繰入金）
9億2,400万円

赤字補填のために
投入される税金
（基準外繰入金）
11億3,100万円

　
加
東
市
の
下
水
道
事
業
は
、
下
水

道
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
借
入
金

が
平
成
１９
年
度
末
現
在
で
約
２
５
７

億
円
あ
り
、
こ
れ
の
返
済
額
が
元
金

と
利
息
を
合
わ
せ
て
平
成
２０
年
度
予

算
で
は
２０
億
７
０
０
万
円
に
達
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
、
平
成
２０

年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
を
導
入
し

ま
し
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の

基
準
外
繰
入
金
を
繰
り
入
れ
て
も
な

お
、
減
価
償
却
費
を
ま
か
な
え
な
い

赤
字
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
２０
年
度
の
下
水
道
使
用
料
収

入
の
見
込
額
は
４
億
８
９
０
０
万
円

で
す
が
、
こ
の
額
は
本
来
使
用
料
で

ま
か
な
う
べ
き
費
用
（
維
持
管
理
費
、

借
入
金
利
息
償
還
金
お
よ
び
減
価
償

却
費
）
に
大
き
く
及
ば
な
い
状
況
で
、

そ
の
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
（
市
税
に
よ

る
赤
字
補
填
）。
 

　
こ
の
赤
字
補
填
が
下
水
道
事
業
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

課
題
に
対
し
て
、
将
来
的
に
下
水
道

使
用
料
を
現
在
の
倍
額
程
度
ま
で
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
経
営
健
全
化
計

画
を
作
成
し
、
そ
の
第
１
段
階
と
し

て
４０
％
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で

す
。
 

 

　
４
月
１
日
か
ら
、
現
在
の
下
水
道

使
用
料
を
40
％
引
き
上
げ
ま
す
。
 

改
定
の
概
要 

下
水
道
使
用
料
改
定
の
理
由 

加
東
市
の
下
水
道
事
業
会
計
を
家
庭
の
 

会
計
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
 

（
金
額
は
１
０
０
分
の
１
に
し
て
い
ま
す
）
 

 　
支
出
を
見
る
と
、
食
費
や
光
熱
費
な

ど
（
維
持
管
理
費
）
に
４
３
０
万
円
、

借
金
の
返
済
に
２
０
０
７
万
円
（
借
入

金
元
金
償
還
と
利
息
償
還
）、
施
設
の

更
新
な
ど
再
投
資
（
建
設
改
良
費
な
ど
）

に
１
０
７
万
円
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

将
来
の
建
て
替
え
に
備
え
て
蓄
え
て
お

く
べ
き
費
用
（
減
価
償
却
費
）
も
７
６

７
万
円
必
要
で
す
。
 

　
一
方
、
収
入
で
は
、
給
与
収
入
（
下

水
道
使
用
料
）
が
４
８
９
万
円
、
児
童

手
当
な
ど
の
公
的
な
収
入
（
基
準
内
繰

入
金
）
が
９
２
４
万
円
あ
る
の
で
す
が
、

将
来
へ
の
蓄
え
７
６
７
万
円
を
貯
金
す

る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
貯
金
を
あ
き

ら
め
て
も
ま
だ
不
足
す
る
金
額
１
１
３

１
万
円
を
仕
送
り
（
基
準
外
繰
入
金
）

に
頼
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
 

 

ご
理
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
 

下水道使用料の比較
（１か月の上水道使用量28m3の場合）
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改定前の 
加東市 

改定後の 
加東市 

北播磨4市 
の平均 

2,647円 

3,679円 3,785円 

2,647円 

3,679円 3,785円 


